
特
集
・
大
都
市
自
治
体
改
革
の
展
望
－
成
熟
社
会
の
自
治
体
運
営
を
考
え
る
○

横
浜
市
財
政
の
特
徴
と
課
題

斎
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紀
子

都
市
経
営
の
視
点
か
ら

横
浜
市
の
形
成
過
程
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現
況
、
経
済
構
造

横
浜
市
の
財
政
構
造

今
後
の
課
題
と
提
案

ま
と
め

表－1　各種経済指標の比較
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１
横
浜
市
の
形
成
過
程
と
現
況
、
経
済
構
造

　
横
浜
市
は
、
都
市
と
し
て
の
歴
史
が
１
４
０
年
足

ら
ず
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
東
京
や
大
阪
、
名
古
屋

な
ど
の
都
市
に
比
べ
道
路
・
鉄
道
網
の
整
備
が
不
十

分
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
空

襲
に
よ
る
都
心
部
の
破
壊
及
び
そ
の
後
の
米
軍
接
収

に
よ
っ
て
都
市
基
盤
整
備
が
遅
れ
、
さ
ら
に
東
京
の

ペ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
に
よ
る
人
口
急
増
で
、
学
校
不
足
、

廃
棄
物
処
理
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
問
題
が
発
生
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
都
市
基
盤
整
備
と

人
口
急
増
へ
の
対
処
が
長
年
の
最
優
先
課
題
で
あ
っ

た
。

　
現
在
は
人
口
約
３
５
０
万
人
の
東
京
都
区
部
に
次

ぐ
日
本
第
二
の
都
市
で
あ
る
が
、
昼
夜
間
人
口
比
率

は
9
0
・
５
で
あ
り
、
昼
間
、
市
外
へ
人
口
が
流
出
し

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
昼
夜
間
人
口
比
率
が

１
０
０
を
き
る
の
は
他
に
首
都
圏
の
千
葉
市
、
川
崎

市
し
か
な
く
、
東
京
の
求
心
力
の
強
さ
を
物
語
っ
て

い
る
。
事
実
、
市
民
就
業
者
数
の
う
ち
市
内
従
業
者

数
の
割
合
を
示
す
就
従
比
率
は
8
2
・
８
で
、
政
令
指

定
都
市
の
な
か
で
は
最
も
低
い
。
市
内
総
生
産
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
も
1
2
・
３
兆
円
、
全
国
シ
ェ
ア
で
２
・
４
％

に
過
ぎ
ず
、
政
令
指
定
都
市
中
、
大
阪
、
名
古
屋
に

次
い
で
第
３
位
で
あ
る
。
一
方
で
、
市
外
で
就
業
す

る
市
民
が
多
く
、
市
外
か
ら
所
得
を
受
け
取
る
額
が

大
き
い
こ
と
か
ら
、
市
民
全
体
の
経
済
活
動
を
表
す

市
民
総
生
産
は
1
4
・
７
兆
円
と
市
内
総
生
産
を
上
回

っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
指
標
も
人
口
規
模
と
比
較
し

て
経
済
規
模
が
小
さ
く
脆
弱
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
し
か
し
市
民
一
人
あ
た
り
市
民
所
得
は
約
３

３
７
万
円
で
、
名
古
屋
市
に
次
い
で
２
番
目
と
高
水

準
で
あ
る
（
表
-
１
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
横
浜
市
は
東
京
に
隣
接
し
て
い
る

た
め
経
済
基
盤
が
脆
弱
で
法
人
市
民
税
シ
ェ
ア
は
少

な
い
と
い
う
弱
み
は
あ
る
も
の
の
、
市
民
所
得
が
高

く
人
口
が
多
い
こ
と
か
ら
、
安
定
し
て
個
人
市
民
税

を
得
ら
れ
る
市
税
収
入
構
造
と
積
極
的
な
市
債
活
用

に
よ
っ
て
、
都
市
基
盤
整
備
を
す
す
め
て
き
た
。

２
横
浜
市
の
財
政
構
造

　
次
に
、
1
9
8
5
年
以
降
の
財
政
の
経
年
推
移
を

も
と
に
横
浜
市
の
財
政
構
造
を
考
え
る
。

　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
横
浜
市
の
都
市
基
盤
施
設
ニ

ー
ズ
は
高
く
、
現
在
で
も
決
し
て
満
た
さ
れ
た
と
は

言
え
な
い
。
し
か
し
、
低
成
長
期
と
な
り
、
伸
び
の

見
込
め
な
い
市
税
収
入
、
増
大
す
る
義
務
的
経
費
な

ど
に
よ
り
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
一
方
で
、
少
子

高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
医
療
・
保
健
・
福
祉
分
野
に

か
か
る
経
費
が
増
大
し
て
い
る
た
め
、
相
対
的
に
ハ

ー
ド
関
連
経
費
が
圧
縮
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

　
財
政
分
析
を
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
「
総
務
省
決

算
統
計
」
を
用
い
る
。
地
方
自
治
体
は
、
自
治
体
ご

と
に
会
計
の
範
囲
を
定
め
て
い
る
た
め
、
自
治
体
間

で
財
政
規
模
や
内
容
の
比
較
を
す
る
場
合
に
同
じ
基

準
で
整
理
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
、
総

務
省
の
基
準
に
よ
る
地
方
財
政
統
計
上
の
統
一
的
な

会
計
区
分
で
あ
る
、
普
通
会
計
と
い
う
概
念
を
用
い

て
分
析
を
行
う
（
注
１
）
。

①
財
政
規
模

　
1
9
8
5
年
度
を
１
０
０
と
し
た
財
政
規
模
の
推

移
を
み
る
と
、
横
浜
市
は
、
国
や
県
と
比
較
し
て
相

対
的
に
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
（
図
ｌ
１
）
。

一
　
特
集
・
大
都
市
自
治
体
改
革
の
展
望
－
成
熟
社
会
の
自
治
体
運
営
を
考
え
る
④
横
浜
市
財
政
の
特
徴
と
課
題
－
都
市
経
営
の
視
点
か
ら
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こ
れ
は
、
横
浜
市
が
遅
れ
て
い
る
都
市
基
盤
施
設
や

市
民
利
用
施
設
の
整
備
を
急
ぐ
た
め
、
比
較
的
ゆ
と

り
あ
る
市
税
収
入
構
造
の
も
と
、
市
債
を
も
積
極
的

に
活
用
し
、
事
業
推
進
を
図
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。

ま
た
、
1
9
9
1
年
度
以
降
、
横
浜
市
の
伸
び
は
特

に
大
き
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後

の
景
気
対
策
と
し
て
地
方
単
独
事
業
を
行
っ
た
た
め

で
あ
る
（
注
２
）
。
し
か
し
近
年
は
、
市
税
収
入
の

減
や
政
策
的
な
市
債
の
発
行
抑
制
な
ど
に
よ
り
縮
小

傾
向
に
あ
る
。

　
財
政
規
模
を
他
都
市
と
比
較
す
る
と
、
横
浜
市
の

歳
出
決
算
額
は
１
兆
３
、
９
９
２
億
円
で
、
大
阪
市

（
１
兆
８
、
６
０
９
億
円
）
に
次
い
で
２
番
目
で
あ

る
（
表
-
２
）
。

②
ト
歳
入

ア
歳
入
規
模
の
推
移

　
歳
入
の
半
分
を
占
め
る
市
税
収
入
は
、
バ
ブ
ル
期

〒
９
８
６
～
９
１
年
度
）
の
６
年
間
に
年
平
均
７
・

３
％
と
い
う
高
い
伸
び
率
を
示
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
は
伸
び
が
緩
や
か
に
な
り
、
1
9
9
8
年
度
か

ら
は
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　
市
債
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
バ
ブ
ル
後
の
景

気
対
策
時
に
急
増
し
て
一
時
は
歳
入
の
2
0
％
前
後
を

占
め
て
い
た
も
の
が
、
1
9
9
7
年
度
か
ら
の
政
策

的
な
発
行
抑
制
の
結
果
、
2
0
0
0
年
度
で
は
８
・

５
％
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。

イ
市
税
収
入
の
特
徴

　
横
浜
市
の
市
税
収
入
の
特
徴
は
、
個
人
市
民
税
の

占
め
る
割
合
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
人
口

が
多
い
こ
と
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
層
が
多
く
所
得
を
捕

捉
し
や
す
い
こ
と
、
所
得
水
準
の
高
い
市
民
が
多
い

こ
と
な
ど
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
企
業
集

積
度
が
少
な
い
こ
と
か
ら
法
人
市
民
税
は
少
な
く
な

っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
給
与
所
得
に
基
盤
を
お
い
た
税
収
構

造
は
、
従
来
、
景
気
の
変
動
の
影
響
を
受
け
に
く
い

と
さ
れ
て
き
た
。
法
人
市
民
税
の
比
率
が
高
い
自
治

体
で
は
景
気
変
動
に
よ
っ
て
歳
入
が
激
変
す
る
が
、

提
供
す
べ
き
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
常
に
一
定
量
存
在
す

る
の
で
、
不
況
時
に
は
歳
入
不
足
に
陥
り
や
す
い
。

こ
れ
に
対
し
、
横
浜
市
の
税
収
構
造
は
変
動
幅
が
少

な
く
、
安
定
し
て
い
る
と
さ
れ
て
き
た
（
図
ｌ
２
）
。

　
し
か
し
、
高
齢
社
会
の
進
展
、
横
浜
市
民
の
高
い

定
住
指
向
を
考
慮
す
る
と
、
今
後
、
市
民
の
多
く
を

年
金
受
給
者
が
占
め
る
事
態
が
予
想
さ
れ
る
。
高
額

給
与
所
得
者
が
年
金
生
活
者
に
な
る
と
納
税
額
は
激

減
し
、
一
方
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
高
ま
る
の
で
、
個
人
市
民
税

の
占
め
る
割
合
が
高
い
と
い
う
税
収
構
造
は
、
今
後
、

財
政
的
に
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　
こ
こ
で
昼
夜
間
人
口
比
率
と
市
税
収
入
と
の
関
係

を
考
え
る
。
昼
夜
間
人
口
比
率
は
企
業
や
学
校
な
ど

の
集
積
度
を
示
す
が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
夜

間
人
口
に
対
し
て
行
わ
れ
る
の
で
、
昼
夜
間
人
口
比

率
が
高
い
＝
市
内
で
の
生
産
活
動
・
消
費
活
動
が
活

発
＝
法
人
市
民
税
が
多
い
＝
夜
間
人
口
に
対
す
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
い
う
構
図
が
成
り
立
つ
。

　
例
え
ば
大
阪
市
は
、
古
く
か
ら
商
業
の
街
と
し
て

発
達
し
、
昼
夜
間
人
口
比
率
が
１
４
１
・
２
、
法
人

市
民
税
の
市
税
全
体
に
占
め
る
割
合
が
1
8
・
１
％
と

い
ず
れ
も
高
い
。
歳
出
規
模
を
見
る
と
、
横
浜
市
の

１
兆
３
、
９
９
２
億
円
に
対
し
大
阪
市
は
１
兆
８
、

６
０
９
億
円
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
人
口
は
横
浜

市
の
３
４
３
万
人
に
対
し
大
阪
市
２
６
０
万
人
と
8
3

万
人
も
の
差
が
あ
る
。
従
っ
て
、
市
民
１
人
あ
た
り

の
歳
出
規
模
は
、
横
浜
市
の
約
4
1
万
円
に
対
し
大
阪

市
約
7
2
万
円
と
な
る
（
表
ｌ
３
）
。

「
参
考
」
も
っ
と
も
、
大
阪
市
立
大
学
の
長
沼
進
一

教
授
は
、
昼
間
人
口
の
多
さ
も
ま
た
、
行
政
需
要
を

増
大
さ
せ
る
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
阪
市

に
お
い
て
は
、
老
人
人
口
比
率
が
政
令
指
定
都
市
平

均
を
上
回
っ
て
お
り
、
よ
り
多
く
の
社
会
的
費
用
を

必
要
と
す
る
こ
と
、
経
済
活
動
の
集
積
度
は
高
い
も

の
の
中
小
・
零
細
企
業
が
多
く
、
高
付
加
価
値
を
生

み
出
す
産
業
が
育
っ
て
い
な
い
こ
と
、
地
理
的
に
広

大
な
ヒ
ン
タ
ー
ラ
ン
ド
を
持
た
な
い
こ
と
な
ど
が
構

造
的
課
題
で
あ
り
、
大
阪
市
の
財
政
需
要
は
、
多
く

の
昼
間
従
業
人
口
を
抱
え
た
企
業
活
動
と
、
高
齢
化

に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
た
家
族
構
成
か
ら
く
る
生

活
形
態
に
よ
っ
て
基
本
的
に
規
定
さ
れ
る
と
い
う

（
同
氏
論
文
「
転
換
期
に
お
け
る
大
阪
市
財
政
の
構

造
と
特
徴
」
大
阪
市
政
調
査
会
「
大
阪
市
の
税
財
政

を
考
え
る
」
掲
載
）
。

③
ト
歳
出

　
歳
出
は
、
土
木
費
、
教
育
費
と
い
っ
た
「
目
的
別
」

と
、
人
件
費
、
扶
助
費
と
い
っ
た
「
性
質
別
」
の
二

面
か
ら
分
析
を
行
う
。

ア
目
的
別
歳
出
決
算
額
の
推
移

　
老
人
福
祉
費
、
児
童
福
祉
費
、
生
活
保
護
費
な
ど

の
福
祉
関
連
経
費
で
あ
る
民
生
費
は
、
歳
出
総
額
の

増
減
に
関
わ
ら
ず
一
貫
し
て
増
加
し
続
け
、
1
9
8

5
年
度
に
は
１
、
０
２
０
億
円
（
1
3
・
５
％
）
で
あ

っ
た
も
の
が
2
0
0
0
年
度
に
は
２
、
６
７
１
億
円

（
1
9
・
１
％
）
に
な
っ
て
い
る
（
注
３
）
。
ま
た
公
債

図一1　歳出規模の推移（指数、1985年度＝100）表－2　普通会計歳出決算額比較（2000年度）

表－3　横浜市と大阪市の比較
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費
も
、
1
9
8
5
年
度
に
６
３
１
億
円
（
８
・
４
％
）

だ
っ
た
も
の
が
2
0
0
0
年
度
に
は
Ｉ
、
９
１
２
億

円
（
1
3
・
７
％
）
に
ま
で
膨
ら
ん
で
お
り
、
今
後
数

年
間
は
、
同
じ
程
度
の
高
水
準
で
推
移
す
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
で
総
額
が
減
少
す
る
な
か
で
民

生
費
や
公
債
費
が
増
大
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
影
響

が
土
木
費
に
及
ん
で
い
る
。
道
路
、
港
や
河
川
の
整

備
、
区
画
整
理
事
業
な
ど
に
あ
て
ら
れ
る
土
木
費
は
、

歳
出
に
占
め
る
割
合
が
最
も
大
き
い
費
目
で
あ
る

が
、
最
大
で
５
、
８
８
６
億
円
（
4
0
・
４
％
、
1
9

9
3
年
）
あ
っ
た
も
の
が
2
0
0
0
年
度
に
は
３
、

７
７
０
億
円
（
2
6
・
９
％
）
と
な
り
、
額
で
1
9
8

8
年
度
の
水
準
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。

イ
性
質
別
決
算
額
の
推
移

　
や
は
り
、
都
市
基
盤
整
備
に
対
す
る
投
資
的
経
費

で
あ
る
普
通
建
設
事
業
費
の
減
が
顕
著
で
あ
る
。
普

通
建
設
事
業
費
は
土
木
費
と
類
似
の
概
念
で
あ
る
の

で
、
ほ
と
ん
ど
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　
性
質
別
で
問
題
と
な
る
の
は
、
義
務
的
経
費
と
呼

ば
れ
る
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
の
増
加
傾
向
で

あ
る
。
1
9
8
5
年
度
に
２
、
６
６
２
億
円
（
3
5
・

４
％
）
だ
っ
た
も
の
が
2
0
0
0
年
度
に
は
５
、
５

６
７
億
円
（
3
9
・
８
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
金
額
的

に
は
ほ
ぼ
倍
増
で
あ
る
。

　
義
務
的
経
費
は
政
策
的
に
減
ら
す
こ
と
が
困
難
で

あ
り
、
そ
れ
が
増
加
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
相
対
的

に
自
由
に
使
途
を
決
め
う
る
歳
出
範
囲
が
狭
ま
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
財
政
の
硬
直
化
が
進

ん
で
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
普
通
会
計
外
の
特
別
会
計
・
企
業
会

計
へ
の
繰
出
金
も
1
9
8
5
年
度
の
２
９
２
億
円

（
３
・
９
％
）
か
ら
2
0
0
0
年
度
に
は
７
５
２
億

円
（
５
・
５
％
）
に
増
大
し
て
お
り
、
５
０
０
億
円

近
く
も
ふ
く
ら
ん
で
い
る
。
繰
出
金
は
法
定
部
分
も

あ
る
が
、
他
会
計
の
収
支
補
て
ん
的
要
素
を
持
っ
て

い
る
た
め
、
こ
の
増
加
も
ま
た
、
財
政
を
圧
迫
す
る
。

④
市
債
と
将
来
の
財
政
負
担

　
横
浜
市
は
、
都
市
基
盤
整
備
の
遅
れ
に
対
応
す
る

た
め
他
都
市
に
比
べ
て
市
債
を
積
極
的
に
活
用
し
て

き
た
が
、
市
債
の
発
行
に
は
地
方
財
政
法
第
５
条
に

よ
り
国
の
許
可
が
必
要
で
あ
り
、
バ
ブ
ル
経
済
期
に

あ
っ
て
も
そ
の
発
行
額
は
年
間
１
、
０
０
０
億
円
を

超
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
横
浜
市
（
横
浜
市
に
限
ら
ず
ほ
と
ん
ど
の
地
方
自

治
体
に
言
え
る
こ
と
で
あ
る
が
）
の
財
政
状
況
を
悪

化
さ
せ
た
の
は
バ
ブ
ル
景
気
で
は
な
く
、
実
は
、
バ

ブ
ル
崩
壊
後
に
景
気
対
策
の
た
め
行
わ
れ
た
地
方
単

独
事
業
で
あ
る
。
財
源
と
し
て
地
方
債
を
充
て
、
償

還
時
に
国
が
地
方
交
付
税
措
置
を
行
う
と
い
う
ス

キ
ー
ム
に
よ
っ
て
地
方
単
独
事
業
が
各
地
で
行
わ
れ

た
結
果
、
地
方
自
治
体
は
借
金
返
済
に
苦
し
む
こ
と

と
な
っ
た
。
横
浜
市
も
1
9
9
2
年
度
か
ら
1
9
9

6
年
度
ま
で
の
間
毎
年
お
よ
そ
２
、
５
０
０
～
３
、

２
０
０
億
円
の
市
債
を
発
行
し
続
け
、
市
債
残
高
も

急
増
し
か
。

Λ
経
済
対
策
の
規
模
と
横
浜
市
の
対
応
Ｖ

1
9
9
2
年
　
国
・
：
1
0
兆
７
、
０
０
０
億
円

　
　
　
　
　
　
横
浜
市
…
５
９
４
億
円

1
9
9
3
年
　
国
…
3
4
兆
６
、
０
０
０
億
円

　
　
　
　
　
　
横
浜
市
…
５
７
４
億
円

1
9
9
4
年
　
恒
久
的
減
税
の
実
施
＝
歳
入
の
減

1
9
9
5
年
　
国
…
1
4
兆
２
、
２
０
０
億
円

　
　
　
　
　
　
横
浜
市
…
４
８
９
億
円

　
そ
こ
で
1
9
9
7
年
度
以
降
、
将
来
的
な
負
担
を

考
慮
し
、
一
般
会
計
（
主
に
市
税
収
入
に
よ
っ
て
ま

か
な
わ
れ
る
会
冊
で
あ
り
、
普
通
会
計
の
内
数
で
あ

る
）
に
お
け
る
市
債
の
発
行
額
を
対
前
年
度
1
2
％
減

と
す
る
、
政
策
的
な
発
行
抑
制
を
開
始
し
た
。
そ
の

結
果
、
1
9
9
5
年
に
は
過
去
最
高
の
３
、
２
６
１

億
円
を
発
行
し
、
市
債
依
存
度
（
歳
入
に
占
め
る
市

債
の
割
合
）
も
2
1
・
２
％
に
ま
で
上
昇
し
て
い
た
も

の
が
、
2
0
0
0
年
度
決
算
で
は
発
行
額
１
、
１
９

６
億
円
（
８
・
５
％
）
に
ま
で
減
少
し
、
残
高
も
減

少
に
転
じ
た
（
図
ｌ
３
）
。

　
し
か
し
、
将
来
負
担
は
実
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

　
第
一
に
、
発
行
抑
制
を
し
た
の
は
建
設
投
資
に
あ

て
る
「
一
般
的
な
市
債
」
で
あ
り
、
減
税
補
て
ん
債
、

臨
時
税
収
補
て
ん
債
な
ど
は
抑
制
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
は
政
策
減
税
に
よ
る
税

収
減
の
補
て
ん
措
置
で
あ
る
た
め
、
本
来
は
市
税
収

入
で
あ
り
、
ま
た
、
元
利
償
還
金
に
つ
い
て
は
後
年

度
交
付
税
措
置
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
抑
制
対
象
と
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

地
方
交
付
税
「
措
置
」
と
は
「
償
還
額
」
が
交
付
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
該
当
年
度
の
基
準

財
政
収
入
額
が
ど
れ
く
ら
い
基
準
財
政
需
要
額
に
満

た
な
い
か
で
決
ま
る
の
で
あ
る
か
ら
、
交
付
額
実
額

は
償
還
年
度
の
自
治
体
の
財
政
状
況
に
よ
っ
て
変
わ

り
、
償
還
財
源
が
保
証
さ
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

従
っ
て
そ
の
残
高
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
将
来
負
担

に
な
り
う
る
も
の
と
し
て
留
意
す
る
必
要
が
あ
る

（
図
ｌ
３
の
1
9
9
4
年
度
以
降
の
棒
グ
ラ
フ
上
部

部
分
）
。

　
第
二
に
、
普
通
会
計
に
含
ま
れ
な
い
特
別
会
計
、

企
業
会
計
も
市
債
を
発
行
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
料

金
収
入
等
で
返
済
す
る
前
提
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら

一
　
特
集
・
大
都
市
自
治
体
改
革
の
展
望
－
成
熟
社
会
の
自
治
体
運
営
を
考
え
る
④
横
浜
市
財
政
の
特
徴
と
課
題
－
都
市
経
営
の
視
点
か
ら

政令指定都市の税目別構成比(2000年度)図一2市債残高の推移図一3
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